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共同利用研究は,昭和 57年度に ｢計画研究｣と ｢自
由研究｣の2つの研究課題で実施された.昭和 62年度




















































































跳 題 応 募 採
択計画研究1 9件 (13名) 9件 (
13名)計画研究2 4件 (7名)
4件 (7名)計画研究3 3畔 (3
名) 3件 (3名)計画研究4 7件 (
12冬) 7件 (12名)計画研究5
8件 (8名) 8件 (8名)計Juf研究6 lo 12 9 11
自由研究施設利用 26件 (38名)0 26件 (3
8
名)5 2
9名)2.研究成果(1)計画研究1-1
噴乳類にみられる歯の形態的多様性と個体変異本川雅治 (京都
大･総合博),浅原正和 (京都大･.院･理)霊長類
研究所収蔵の霊長類,食肉類,食虫類,および有袋類の
歯列および歯のマクロ形態を,種レベル,さらに個体レ
ベルで観察 ･比較した.個体レベルでは,計虫的形質の
ほか,欠失歯や過剰歯,形態異常,非計量的形質である
附加嘆頭の出現頻度などについても検討した.歯の欠失
･過剰は,岐阜県産のタヌキに関して高頻度で認められ
た.過去に1例のみ報告のある下顎第3臼歯後方の過剰
歯が4例観察されたほか,下顎第3臼歯の欠失や上下顎
の第2前臼歯の欠失が多数観察された.タヌキにおける歯
数の変異と,形態計測値の個体間比較から■,前臼歯
歯槽部の相対的短縮が前白歯の欠失の原因因子であるこ
とが示唆された.また,臼歯の磨耗に疏著な個体変異
があることや,唆合に使用する攻頭に個体変異が見られる
ことが推測された.攻み合わせや,歯列形憶,臼歯唆
頭の配置について,幾何学的形態測定法を用いた比較
解析のためのデータを取得し,解析を進めている.今後
は実験的手法を導入し,観察された変異の機能的側面を明らかにし,岨境を通じた個体と外界の相
互関係の検討につなげていく予定である.1-2ニホンザルの下顎形態の地
理的変異とその要因天野雅男 (帝京科学大)下顎
は食性を反映して変異を生じやすいといわれているが
,その測定の困難さから詳細な研究がされてこなかっ
た.そこで本研究では幾何学的計測法を用いて下顎形
態における地理的変異を検討し,頭骨形態でのこれま
での報告との比較を行った.霊長類研究所所蔵のニホンザ
ル下顎226標本に加え,他各地の博物館などに保管され
ている14地域 (宮城,金華山,日光,長野,山梨,静
岡,房総,白山,福札 小豆島,島根,高崎山,幸島,屋久
島)産の野生個体425標本を使用した.下顎骨の左
側面と背側面の写真を撮影し,幾何学的計測法により
相対歪み解析を行い,形状を表す主成分得点に対して
多変量分散分析と判別分析を行なった.その結果,地
域間に有意な差が存在することが明らかになった.特に
房総,金華山,屋久島,白山の標本はその他の地域から
顕著な形態的分化を示した.これらのうち,白山以外
は頭蓋変異あるいは血液タンパク質多型の研究でも示
されており,いずれも現在あるいは過去の隔離を尿映
したものと考えられる.白山の形態の特殊性は今後その
要因を検討する必要がある.温暖な屋久島,戻総はと
もに顎が長く,下顎枝は攻筋の発達が示唆される形態で
あった.また,寒冷な白山や金華山の標本は,顎の幅
が狭く,側頭筋の発達が示唆される形態をしていた.こ
れらの変異の要因については,現在または過去の食性と生物地理
